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2例を述べ，股関節結核lζは急性結核性股関節炎と 
も云うべき発病時日が明かで高熱及び激痛を以って
発病するものもあるのではないかと思われる。
36) 骨関節結核児の成長観察
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50名の患児の身長を 2年間毎月測定し，対照、 
(810名の健康学童)の成長(l年 6月毎月測定)と
比較考察を試みた。
患児の成長分布を見ると，健康児の平均値に達し
ている者は 7例K過ぎず，成長異常低下を示してい
る者は 12例で他の大部分は平均値を透かに下廻る
成長分布を示した。成長の様相を動的に観ると健康
児の成長は概ね同率の規則正しい成長曲線を辿るが，
患児では種々である。その様相から ζれを，成長異
常低下，停滞，不充分，正常，の 4群に分け，特lζ
成長阻害の大きかった脊椎カリエスlζ就き，発病年
令，擢患椎体数，変形度，病状進行状態，と阻害度
の関連性l乙就き考察を試みた。絶対的成長阻害を示
すものは病状増悪進行中氏見られ，変形度の著しい
もの，躍患椎体数多い者は成長率正常でも計測上成
長異常低群にあった。種々の考察から小児本疾患
の治療管理の重要性と，病状進行期間短縮，此の期
間中の全身状態改善策の必要性を主張。
37) リユマチ人血清の補体成分の変動に就て
千大大学院石坂 明
抗原抗体反応に由来すると考えられる疾患に於て
補体価K変動を来すことは以前より報告されて居
る。
リウマチ患者血清では，蛋白像の上でどの様な変
化を来たし，それがひいては補体価にどの様な変動
をもたらすかを検討した。それによると耀紙電気
泳動法でアJレブミンの減少，r-グロプリンの著明な
増加を見。光電比色計を用いた 50%溶血法による
と，リユマチ患者血清は健康人血清K比して僅かで
はあるが補体価低下する傾向が認められた。尚一般
花子グロプリン値の高いものほど，補体価の低い
傾向が認められた。 Cortisone製剤は補体価に影響
を与えないと思われる。 
38) 骨疎しよう症の生化学的検討
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近時高令者の増加に伴って脊椎疾患としての
“Porose"並びに，副腎皮質ホJレモンの長期投与に
原因する同様変化に注意を向けねばならぬ。
私は Postmenopautische Porose (P. P.) 3 
例。 Senileporose (S. S.) 3例。 Cortisonporose 
(C.P.) 1例はっき検討を加え血清カルシウム，
燐，アルカリフォスフアターゼ値並びに血清総蛋
量， 蛋自分劃像について検討を加え， 更に尿中 24
時間カルシワム排j世量， 叉特に 1956年 Nordin， 
Fraser 1派のカルシウム負荷試験法を応用し骨カ
ルシウム保持能力について論じ，対称群l乙比し広く
分散の傾向が認められ， S. Pでは正常乃至それよ
り高く; P. Pでもレ線上進行の著しい例では高い
保持力を示し，叉 C.Pでは最低値を示した。この
点及び同試験により臨床像の著明な改善を見Tこ2例
から Osteomalacie的な要素が Osteoporose I乙は
含まれているとの考えを述べ治療にあっても考慮さ
れるべきことを論じた。一方全例lζ性ホルモン投与
を行ったが其の際の臨床像及び血中及び尿中無機質
並びにアルカリフォスフアターゼ， 17ケトステロイ
ド値の変動について言及した。 
39) 肺結核に於ける側聾症について

国立千葉療養所若山 亨

国立千葉療養所lζ入所中の患者 188名について脊
柱側腎の有無を検査した。男 84例， 女 104例で最 
年少 17 才，最高令 73 才であり 20~40 才台 154 例
で大半を占めて居る。非手術例は 115例でありその
内胸膜勝眠形成を認めた 59例中 23例に脊柱側壁を
認め胸膜併眠形成は脊柱側壁の発生に関係すると思
われたが，脊柱側壁を呈さぬものもかなりあり，胸
膜併抵形成による癒痕性収縮の牽引作用のみでは脊
柱側費の発生原因を説明出来ぬと考える。手術例 73
例中胸成術施行例は 41例で全例術側凸の側壁が認
められた。肺切例 19例中 5例l乙脊柱側替を認めな
い。肺切胸成例は 13例で何れも術側凸の側壁が認
められた。側替の頂点はC型を呈するものは第6胸
椎に多く， S型を呈するものは第 4，第 5胸椎に多
い。叉腰椎は胸椎と反対側に凸を示し，第 2，第 3
腰椎に頂点を有するものが多い。
40) 脊椎固定術に於ける保存同種骨移植の経験

下志津病院整形小川源太郎 

志村公男 

新鮮自家骨移植は着床は良好であるが，採取量に
制限を受ける為，固定術に応用する場合K於て屡々
